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4，OOOMC ;;骨子に;t~ける太陽面上の編射

強度分布について

I.緒言

i狩l待()艮点叉('1活動稽の全くない)の太陽の騒射につ

いての想論的計算は D.F. Martyn，(l) S. F. Smerd山

等によって行われた.そして粉及び糎波符においては

ヨ u r及ひ'影間ヵ:穏射に寄与して居り， limb brighten-

ingが起り得ることが示されている 一万三世ー験的に

は，米波及び粉波締において (3) 2つのアy テナの干

渉;こより極めて巧妙に静時の太陽商上における軽射強

度分布が求められ環論と比薮ぜられた・ 草草波穏におい

ては(1) 日食観測結果より太陽頂上の強度分布を計算

し， Linb brighteningが認められたことが報告され

ている.

我州主主仁年2月14日の日食観測結果及びこの度完

成した太陽線音源探知装置の記録波形よ り静時の大阪

iRiJニの強度分布について計算した・丁度本年;主!廷点の

最笈:Jt.ilに当り静時の太陽の隠射をしらべるには絶好の

機会であると考えられる.

11. 日食観測

日食観測は波長 8cmにおいて行った・受信・袋置の

詳細{耐及び害事負荷による受信機の車五、正(6)については

己に前に報告したので省略する.第1図にその観測

結果を示す.ζの結果を見ると次の 2つの事が認めら

れる.第 1に電波的な日食の初鶴及び復旧の時刻が光

学的のI待;roJと一致ぜず約3分の違いがあることであ

る.これは太陽の電波的半径が光球の半径より大きい

第 2図毎日の強度観測値
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第 1図 日食観測結果
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ことを示していると考えられる.

常2に食甚のi時刻と強度の最も減少した時刻とは一

致していない・これはこの時刻にか〈された太陽の部

分に活動梢があり，しかも強度に急激な減少が認め

られないことから相当な拡りを持った活動稀であった

と考えれば説明され得るであろ号.

月食時における太陽の活動状態は前後数カ月の毎日

の強度級官liJ低よ り大体推測され得る，

本主手初めから 6月迄の波長 8cmにおける筏浪l!{i立を

示「と第 2図の加く なる.

この期間中強度が極小に下ったのは5月11日附近

で，屋小鐙はポイy テ{Yグフラッグ スでO.375x10-:0 

w・m-2・(cjs)・1である・こ の図から分る如く日食の

時には太陽l主全〈静かでなく活動帯が幾らか存在して

いたことが分る・第3図に東京天文合において 2月12

日に観測された黒点の位置をOで叉それが14円にあ
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第3図 2月12日の!込点
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るべき位置を . で示す.

探知装置は3月半頃より試験鋭部Hを始めたがその結

果から自訟のJ，'J矧を 27日として逆算し， 2月14日に

あるべき黒点の数及びその位置を求めると大体第3附

と一致している.

そして日食によりか〈されたものは赤必より北にあ

る2つの黒汽であったと考えられる(第4図参照)・

熱点の位置が判れば日食の記録よりm点の影響と思

われる部分を除き，それから静かな太陽函上の強度分

布を求めることも出来るが，主主々は日食の記録より大

陽の電波的半径を~定し，強度分布は探知装置の記録

波形より求め，更にその結果を用いて日食の理論幽筋i

を計算し円食の記録と比絞した.

太陽η電波的半径を求めるには太陽に対する月の軌

道を知らねばならない.2月14日部分食の盛)11(;t= 

-137'22'05" 伊 =34050'06" )における状況は東京天

文台の計算によると次の如くである.

時間(].S.T.) 天頂方向角

初郎 8h 39 rn 50.7 s 316.90 

食 主主 9h41 rn 17.9s 2.6。

復向 10h 46 m 09 s 44.10 

食茜の食分 0.463

このデータより太陽に対する月の軌道を近似的に求

めると第4図の如くなる.

第4図日食の状 w

これが求められれば初脳及び筏同の時刻が約3分づ

れている ことから直ちに太陽の電波的半径が計算さ

れ， 6?~ 光学的半径より大きいことが結論される .
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であるからその記録波形から強度分布を求めることが

If¥来ると考えられる しかし大協が全く綴かであるこ

とは非常に稀であって，静かな太陽の記録を得ること

は難しい.

我州'1~査長 8cm における強度観測及び波長 7.5 cm 

における探知装置による~主点筏測の商事古来より殆んど

静かであると恩われる Rを選び，その日の探知装置の

記録波形と，強度分布を種々仮定して計算した波形と

を比絞した・

第 2図より判る如く 5月11日附近;ま強度は最も小

さく，叉探知装置の記録がらも静かであると思われた

ので水この日の南中時刻附近の記録波形数個の平均を

用いた.

太陽の浪度{太陽を完全!~体と考えたときの温度)!J: 

太陽を向い板と考えた時中心からの距隣のみの函数で

あるとすれば， 5つのア y テナによる干渉装置の受信

電力 N(ま近似的に次式により表わすことが出来る.

ぬ 5πIsin0 

ocJ: C'γ一「
0 ・勿 πIsinO

sm' -A-

T(r)rdrd伊

ここで T(r)は太陽都度，0 (主位相差を与える角.

αは太陽祝半径で，大防が正面附近にあるとき， L!lJ~ 

南中の方向の近傍のみを考える.

叉第5図から明らかな知〈太陽

が南中から ψの角度にきたときは

O当ψ+rcosrpである.太陽の渦

度が面上で一段であると考え，且

正面F付近のみを考えているから

sin 0旬Oとおけば，上式は容易に

計算され得る.第 6図に実i&リ波形

と計算{I琶を示す.留中 a(1実測波

形，b(主太陽祝半径 αを 16'とし

たとき(光球後半径)， c ('1αをそ

れよりl.06f音大きい (日食より求

第 5図

めた半径)としたとき，d(土cの場合を二つに分け 16'

~(光球)は一様な温度で・それよ り がf>{Ijの部分が 2.5 倍

温度が高いとしたときの計算笹である.

RDちdの仮定によって実測波形はよく説明される.

そこで再び日食の場合に戻って，この様に強度分布

を仮定して日食の観測結果が説明され得るかどうかを

111.瞬時太陽面よの語射強度分布 しらべて見た・

探知装置は細いピームを以て太陽商上を完売するの 第4図に示した機な月の軌道から各時表11における食

. 探知餐賓の詑1聖護形 b・ 4太陽。静かであるかでうかを判断するに l孟 . 司~.I点。・あれ It造形b・奔対毒事1.:r，.:るから目を変えて造形の対悪事役をしらペ

れはよい.11同友ぴ 121:10) re，l活形は殆んて?対称てあった.
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第 6図記録波形と計算値
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分を計算すると第7図の bの如き理論曲線が得られ

る.日食の観測曲線aとはかなり臭っているが，これ

は観測曲線には黒点の影響が含まれているからであ

る.第4図から分る如く食甚から復悶の聞ではどの焦

点もかくされなかったと考えられる.従って食茜より

復同迄の主見渡値よ り黒点による増加分を引き去れば太

陽が会〈静かであった場合の幽線を得る ことが出来

る.これを第 7図 ιに示す.この場合黒点による増加

分は日食の日の強度 (0.42X 10-20 W・m-2(C/S)-l)と

現在迄の最小強度(0.375x10-20W・m-2(C/S)-l)と

の差をとった.曲線bと曲線cとは極めてよ く一致し

ている.

第 7図 日食曲線
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以上のことから 4，000MC符においては太陽の電波

的半径は光球(視半径16')の1.06倍であり，光館に相

当する辞分は一線な湿度でその外側が2.5倍混度が高

いと云うことが結論される.従って全寵射の 76.4%，は

光ままの都分，残 23.6%が limbから出ていることにな

る. この光球の部分の潟度をアシテナ等価温度より計

算すると約 1.9x104 ~Kとなる. 叉寝射が光旅のみか

ら出ていると考えたときの大腸の湿度は波長 8cmに

おいて 2.6x1040Kである.

この分布を Smerdの計算と比車交すれば，コロテの

ilJ.度を1060Kと仮定し，影間の温度を約1.5x1Q40K

とした場合に相当すると考えられる.

IV.結言

以上日食観測結果及び探知装置記録波形より強度分

布を求め，この周波数帯において limbbrightening 

が認められることを述べた.

併しこの分布は極めて簡単なものであって，理論と

比較し， 彰庖やヨロナの温度等を論ずるには不充分で

あり，一層1古筏な分布ヵ:必要であろろ.それには何か

もっと直接的な測定法を考えねばならない.

終りに臨み日食の状況.黒点のデータ等種々御緩助

を頂いた東京天文台天体電波課鈴木氏及び青木氏に深

〈感射する.叉種々御指導を頂いた木研究所田中春夫

院教授に深甚の誠意を表する・(昭和27年 7月31日)
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